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(57)【要約】
【課題】初期画面が周辺光に対応する明るさで表示する
ことの可能な平板表示装置およびその制御方法を提供す
る。
【解決手段】本発明の平板表示装置は、複数の走査線、
複数の発光制御線および複数のデータ線を含み、複数の
データ線に伝達されるデータ信号に対応する画像を表示
する画素部１００と、走査線に走査信号を伝達し、発光
制御線に発光制御信号を伝達する走査駆動部２００と、
データ線にデータ信号を伝達するデータ駆動部３００と
、走査駆動部２００およびデータ駆動部３００に制御信
号および／またはデータを提供するタイミング制御部６
００と、周辺光に対応する感知信号を生成し、感知信号
により画素部１００の輝度を制御する輝度制御ユニット
５００とを備える。輝度制御ユニット５００は、画素部
１００に初期画面が表示される前に画素部１００外部の
周辺光を感知して、画素部１００に最初に表示される初
期画面を周辺光に対応する輝度に制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線、複数の発光制御線および複数のデータ線を含み、前記複数のデータ線に
伝達されるデータ信号に対応する画像を表示する画素部と、
　前記走査線に走査信号を伝達し、前記発光制御線に発光制御信号を伝達する走査駆動部
と、
　前記データ線に前記データ信号を伝達するデータ駆動部と、
　前記走査駆動部および前記データ駆動部に制御信号および／またはデータを提供するタ
イミング制御部と、
　周辺光に対応する感知信号を生成し、前記感知信号により前記画素部の輝度を制御する
輝度制御ユニットと、
を含み、
　前記輝度制御ユニットは、
　前記画素部に初期画面が表示される前に画素部外部の周辺光を感知して、前記画素部に
最初に表示される初期画面を前記周辺光に対応する輝度に制御し、
　前記輝度制御ユニットは、
　周辺光の明るさを複数の段階に区分して感知し、前記各段階の明るさに対応する感知信
号を出力する光感知部と、
　前記感知信号に対応して前記画素部の輝度を調節する複数の輝度のレジスタ設定値を設
定、保存するレジスタ生成部と、
　前記感知信号を用いて前記レジスタ設定値を選択する制御信号を出力する変換処理部と
、
　外部から入力される垂直同期信号に同期して１フレーム内の所定期間をカウントするカ
ウンタを備えることを特徴とする、有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記輝度制御ユニットは、前記タイミング制御部内に備えられることを特徴とする、請
求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記光感知部は、前記画素部に画像が表示される前まで、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを用
いて１フレーム単位で周辺光を感知することを特徴とする、請求項１または２に記載の有
機発光表示装置。
【請求項４】
　前記輝度のレジスタ設定値は、各階調に対応するガンマ値に設定されることを特徴とす
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　外部から電源信号および初期化信号が供給されて、少なくとも走査駆動部およびデータ
駆動部を含む各構成部に駆動電源が供給される駆動電源供給段階と、
　画素部の初期画面の輝度を調節するための複数のレジスタ設定値を保存するレジスタ設
定値保存段階と、
　周辺光の明るさを複数の段階に区分し感知して前記各段階の明るさに対応する感知信号
を出力し、前記設定された複数のレジスタ設定値のうち、前記周辺光の明るさに対応する
所定の感知信号に応じてレジスタ設定値を選択するレジスタ設定値選択段階と、
　前記レジスタ設定値に基づいて調節された輝度を適用し、前記画素部に初期画面を表示
する初期画面表示段階と、
を含み、
　前記周辺光は、前記画素部に初期画像が表示される前まで、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを
用いて１フレーム単位で感知されることを特徴とする、有機発光表示装置の制御方法。
【請求項６】
　輝度調節のため前記レジスタ設定値は、各階調に対応するガンマ値に設定されることを
特徴とする、請求項５に記載の有機発光表示装置の制御方法。
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【請求項７】
　発光制御信号およびデータ信号を受け取って画像を表示する平板表示装置の制御方法に
おいて、
（ａ）外部から電源信号および初期化信号が供給されて、少なくとも走査駆動部およびデ
ータ駆動部を含む各構成部に駆動電源を供給する段階と、
（ｂ）周辺光に対応して前記発光制御信号または前記データ信号を調節する段階と、
（ｃ）画素部に前記駆動電源を供給して、前記画素部が前記（ｂ）段階を通じて明るさが
調節された初期画面を表示する段階と、
を含み、
　前記（ｂ）段階は、
（ｂ－１）前記初期画面の明るさを調節するための複数のレジスタ設定値を保存する段階
と、
（ｂ－２）前記周辺光の明るさを複数の段階に区分し感知して前記各段階の明るさに対応
する感知信号を出力し、前記複数のレジスタ設定値のうち、前記感知信号に対応する前記
レジスタ設定値を呼び出す段階と、
を含み、
　前記（ｂ－２）段階で感知信号を出力するに際し、
　前記レジスタ設定値が保存された後前記初期画面が表示される前までフレーム単位で前
記周辺光を感知して、前記初期画面が表示される直前の前記感知信号を出力することを特
徴とする、有機発光表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、平板表示装置の制御方法に関し、より詳しくは、例えば、液晶表示装置（Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍ
ｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ
　Ｐａｎｅｌ）および有機発光表示装置等の平板表示装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減少
させることの可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、例えば、液
晶表示装置、電界放出表示装置、プラズマ表示パネルおよび有機発光表示装置等がある。
【０００３】
　しかしながら、従来の平板表示装置は、周辺光の明るさに関わらず一定の輝度で画素が
発光する。このため、所定の階調に対応する画像を表示するとき、周辺の明るさが暗い場
合に表示される画像より、周辺の明るさが明るい場合に表示される画像の鮮明度が低下す
るという短所がある。
【０００４】
　特に、平板表示装置の画素部の初期画面が周辺光に関わらず一定の明るさで表現される
ため、周辺の明るさが明るい状況では初期画面を鮮明に認知することができず、逆に周辺
の明るさが暗い状況では初期画面が明る過ぎて眩しくなるという問題がある。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１５０１１７号公報
【特許文献２】特開２００３－１５００８９号公報
【特許文献３】韓国特許登録第０３１７２８１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明はこのような問題に鑑みてなされたもので、その目的は、初期画面が周
辺光に対応する明るさで表示されるようにすることの可能な、新規かつ改良された有機発
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光平板表示装置およびその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、複数の走査線、複数の発光制
御線および複数のデータ線を含み、複数のデータ線に伝達されるデータ信号に対応する画
像を表示する画素部と、走査線に走査信号を伝達し、発光制御線に発光制御信号を伝達す
る走査駆動部と、データ線にデータ信号を伝達するデータ駆動部と、走査駆動部およびデ
ータ駆動部に制御信号および／またはデータを提供するタイミング制御部と、周辺光に対
応する感知信号を生成し、感知信号により画素部の輝度を制御する輝度制御ユニットとを
備える有機発光平板表示装置が提供される。かかる平板表示装置の輝度制御ユニットは、
画素部に初期画面が表示される前に画素部外部の周辺光を感知して、画素部に最初に表示
される初期画面を周辺光に対応する輝度に制御することを特徴とする。
【０００８】
　ここで、輝度制御ユニットは、タイミング制御部内に備えることもできる。輝度制御ユ
ニットは、周辺光の明るさを複数の段階に区分して感知し、各段階の明るさに対応する感
知信号を出力する光感知部と、感知信号に対応して画素部の輝度を調節する複数の輝度の
レジスタ設定値を設定、保存するレジスタ生成部と、感知信号を用いてレジスタの設定値
を選択する制御信号を出力する変換処理部と、を備える。また、輝度制御ユニットは、外
部から入力される垂直同期信号に同期して１フレーム内の所定期間をカウントするカウン
タをさらに備えることもできる。
【０００９】
　光感知部は、画素部に画像が表示される前まで、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを用いて１フ
レーム単位で周辺光を感知する。また、輝度についてのレジスタ設定値は、各階調に対応
するガンマ値に設定することができる。このような平板表示装置としては、例えば、有機
発光表示装置等がある。
【００１０】
　また、本発明の他の観点によれば、外部から電源信号および初期化信号が供給されて、
少なくとも走査駆動部およびデータ駆動部を含む各構成部に駆動電源が供給される駆動電
源供給段階と、画素部の初期画面の輝度を調節するための複数のレジスタ設定値を保存す
るレジスタ設定値保存段階と、周辺光を感知して該周辺光に対応する感知信号を出力し、
設定された複数のレジスタ設定値のうち、周辺光の明るさに対応する所定の感知信号に応
じてレジスタ設定値を選択するレジスタ設定値選択段階と、レジスタ設定値に基づいて調
節された輝度を適用し、画素部に初期画面を表示する初期画面表示段階と、を含む有機発
光平板表示装置の制御方法が提供される。
【００１１】
　ここで、輝度調節のためレジスタ設定値は、例えば各階調に対応するガンマ値に設定す
ることができる。また、周辺光は、例えば、画素部に初期画像が表示される前まで、垂直
同期信号Ｖｓｙｎｃを用いて１フレーム単位で感知される。このような平板表示装置とし
ては、例えば、有機発光表示装置等がある。
【００１２】
　さらに、本発明の他の観点によれば、発光制御信号およびデータ信号を受け取って画像
を表示する有機発光平板表示装置の制御方法が提供される。かかる平板表示装置の制御方
法は、（ａ）外部から電源信号および初期化信号が供給されて、少なくとも走査駆動部お
よびデータ駆動部を含む各構成部に駆動電源を供給する段階と、（ｂ）周辺光に対応して
発光制御信号またはデータ信号を調節する段階と、（ｃ）画素部に駆動電源を供給して、
画素部が（ｂ）段階を通じて明るさが調節された初期画面を表示する段階と、を含むこと
を特徴とする。
【００１３】
　ここで、（ｂ）段階は、（ｂ－１）初期画面の明るさを調節するための複数のレジスタ
設定値を保存する段階と、（ｂ－２）周辺光を感知して該周辺光に対応する感知信号を出
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力し、複数のレジスタ設定値のうち、感知信号に対応するレジスタ設定値を呼び出す段階
と、を含むこともできる。
【００１４】
　また、（ｂ－２）段階で感知信号を出力するに際し、レジスタ設定値が保存された後初
期画面が表示される前までフレーム単位で周辺光を感知して、初期画面が表示される直前
の感知信号を出力するようにしてもよい。このような平板表示装置としては、例えば、有
機発光表示装置等がある。
【００１５】
　このような平板表示装置およびその制御方法によれば、画素部が画像を表示する前に周
辺光に対応してデータ信号および発光制御信号を調節する。すなわち、電源供給後、画素
部に初期画面が表示される前に画素部外部の周辺光を感知して、画素部に最初に表示され
る初期画面が周辺光に対応する明るさで表示されるようにすることにより、初期画面を周
辺光に対応する明るさで発光させ、ディスプレイの視認性を高めることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように本発明によれば、初期画面が周辺光に対応する明るさで表示される
ようにすることの可能な有機発光平板表示装置およびその制御方法を提供することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　まず、図１に基づいて、本発明の実施形態にかかる平板表示装置について説明する。な
お、図１は、本実施形態にかかる平板表示装置の構造を示す構成図である。ただし、図１
においては、平板表示装置のうち、有機発光表示装置の構造を示しているが、本発明によ
る平板表示装置は必ずしもかかる例に限定されず、有機発光表示装置以外にも、例えば液
晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆ
ｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　
Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）とすることもできる。
【００１９】
　図１に示すように、本実施形態にかかる有機発光表示装置は、画素部１００と、走査駆
動部２００と、データ駆動部３００と、電源供給部４００と、タイミング制御部６００と
を備える。
【００２０】
　画素部１００は、行方向に配列されたｎ個の走査線Ｓ１、Ｓ２、・・・、Ｓｎおよび発
光制御線Ｅ１、Ｅ２、・・・、Ｅｎ、列方向に配列されたｍ個のデータ線Ｄ１、Ｄ２、・
・・、Ｄｍと電気的に接続されている複数の画素５０と、複数の画素５０に第１電源ＥＬ
Ｖｄｄを供給する第１電源線Ｌ１と第２電源ＥＬＶｓｓを伝達する第２電源線Ｌ２とを含
む。このとき、第２電源線Ｌ２は、等価的に表現されたものであり、画素部１００の全領
域に形成され、各画素５０に電気的に接続されることもできる。
【００２１】
　走査駆動部２００は、複数の走査線Ｓ１、Ｓ２、・・・、Ｓｎに走査信号を印加し、複
数の発光制御線Ｅ１、Ｅ２、・・・、Ｅｎに発光制御信号を印加して複数の画素５０に順
次伝達する。
【００２２】
　データ駆動部３００は、複数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、・・・、Ｄｍにデータ信号を伝達
して画素部１００がデータ信号に対応する画像を表示できるようにする。
【００２３】
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　電源供給部４００は、第１電源線Ｌ１に第１電源ＥＬＶｄｄを供給し、第２電源線Ｌ２
に第２電源ＥＬＶｓｓを供給する。
【００２４】
　タイミング制御部６００は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号および走査駆動制御信号を生成し、これをデータ駆動部３００および走査駆動部２００
に提供する。さらに、タイミング制御部６００は、外部から供給されるデータＤａｔａを
データ駆動部３００に供給する。
【００２５】
　本実施形態の場合、タイミング制御部６００には、画素部１００外部の周辺光を感知し
て画素部１００に最初に表示される初期画面が周辺光に対応する明るさで表示されるよう
に制御する輝度制御ユニット５００が備えられる。
【００２６】
　ただし、輝度制御ユニット５００がタイミング制御部６００内に備えられることは本実
施形態における例に過ぎず、輝度制御ユニット５００を必ずしも制御部６００内に備えな
くても同様の動作を行うことができる。
【００２７】
　すなわち、輝度制御ユニット５００は、周辺光により画素部１００が表示する画像の輝
度を調節するもので、周辺光が暗い状況では画素部１００が低い輝度で画像を表現しても
、表示された画像を鮮明に認識することができるため、低い電圧を印加して画素部１００
の輝度を低く調節する。
【００２８】
　反面、周辺光が明るい状況では画素部１００が高い輝度で画像を表現しなければ、表示
された画像を鮮明に認識することができないため、高い電圧を印加して画素部１００の輝
度を高く調節する。
【００２９】
　特に、本実施形態にかかる輝度制御ユニット５００は、画素部１００を通じて画像が表
示される途中、周辺光により画素部１００の輝度が調節されるだけでなく、画素部１００
に初期画面が最初に表示されるに際し、初期画面が周辺光に対応する明るさで表示される
ように制御することを特徴とする。
【００３０】
　図２は、図１に示す輝度制御ユニット５００の一例を示す説明図である。
【００３１】
　図２を参照すると、本実施形態にかかる輝度制御ユニット５００は、光感知部５１０と
、カウンタ５２０と、変換処理部５３０と、レジスタ生成部５４０と、第１選択部５５０
と、第２選択部５６０と、明るさ制御部５７０とからなる。
【００３２】
　光感知部５１０は、周辺光の明るさを複数の段階に区分して感知し、各段階の明るさに
対応する感知信号を出力する。下記表１に、周辺光の照度と感知信号との関係を示す。
【００３３】
【表１】

【００３４】
　表１を参照すると、周辺光の明るさを、例えば、第１状態５０ｌｕｘ、第２状態１００
ｌｕｘ、第３状態１５０ｌｕｘ、第４状態２００ｌｕｘに区分することができる。
【００３５】
　ここで、光感知部５１０は、各段階の明るさに対応する感知信号として２ビットのデジ
タル信号を出力すると仮定するとき、第１状態では「００」の感知信号を出力し、第２状
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態では「０１」の感知信号を出力する。さらに、第３状態では「１０」の感知信号を出力
し、第４状態では「１１」の感知信号を出力する。
【００３６】
　また、光感知部５１０は、電源が供給された後から画素部１００に最初に初期画面が表
示される前までの期間、外部からタイミング制御部６００に周期的に入力される垂直同期
信号Ｖｓｙｎｃの単位で周辺光を測定（ｓｅｎｓｉｎｇ）する。
【００３７】
　これは、上述したように、画素部１００に初期画面が最初に表示されるに際し、初期画
面が周辺光に対応する明るさで表示されるように制御するためである。
【００３８】
　カウンタ５２０は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃにより一定時間の間所定の数をカウントし
て、これに対応するカウント信号Ｃｓを出力する。例えば、２ｂｉｔの２進数値を参照し
たカウンタ５２０の場合、カウンタ５２０は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが入力されるとき
「００」で初期化し、この後、クロックＣＬＫ信号を順にシフトさせながら「１１」まで
の数をカウントする。そしてさらに、カウンタ５２０に垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが入力さ
れると、初期状態に再設定される。
【００３９】
　このような動作により、カウンタ５２０は、１フレーム期間の間「００」から「１１」
までの数を順にカウントする。そして、カウントされた数に対応するカウント信号Ｃｓを
変換処理部５３０に出力する。
【００４０】
　変換処理部５３０は、カウンタ５２０から出力されたカウント信号Ｃｓと光感知部５１
０から出力された感知信号とを用いて、各レジスタの設定値を選択する制御信号を出力す
る。
【００４１】
　すなわち、光感知部５１０から出力される周辺光の各段階の明るさに対応する感知信号
を用いて制御信号を出力し、カウント信号を通じて感知信号が１フレームのどの時点に入
力されるかをチェックする。
【００４２】
　また、有機発光表示装置に電源が供給された後、画素部１００に最初に初期画面が表示
される前の期間には、カウント信号ではない垂直同期信号の単位でどの感知信号が入力さ
れるかをチェックすることもできる。
【００４３】
　また、レジスタ生成部５４０は、画素部１００の明るさを制御する複数の明るさ制御に
関するレジスタ設定値を設定して保存する。すなわち、周辺光の明るさに対応するように
レジスタ設定値を複数の段階に分けて、各段階に対応する複数のレジスタ設定値を保存す
る。
【００４４】
　第１選択部５５０は、レジスタ生成部５４０に保存された複数のレジスタ設定値のうち
、変換処理部５３０により出力された制御信号に対応する所定のレジスタ設定値を選択す
る。
【００４５】
　第２選択部５６０は、外部からオン／オフを調節する１ビットの設定値を入力され、「
１」が選択されると、上述の輝度制御ユニット５００の動作する。一方、「０」が選択さ
れると、第２選択部５６０は輝度制御ユニットの動作をしない。よって、選択的に周辺光
による明るさ制御が可能である。
【００４６】
　また、明るさ制御部５７０は、上述の動作により、周辺光に対応して画素部１００の輝
度を調節する。特に、初期画面が画素部１００を通じて表示される前の場合、周辺光を垂
直同期信号が入力される周期、すなわち、フレーム単位で感知して画素部を通じて初期画
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面が表示されるとき、周辺光の明るさに対応する輝度を表示させる。
【００４７】
　すなわち、画素部１００が初期画面を表示する前に予め周辺光を感知してこれに対応す
るレジスタ設定値を設定し、この後、画素部１００に駆動電源が供給されて初期画面が表
示されると、明るさ制御部５７０は、既設定されたレジスタ設定値を初期画面に反映する
。
【００４８】
　一方、明るさ制御部５７０は、走査駆動部２００から画素部１００に備えられたそれぞ
れの画素に提供する発光制御信号の幅、すなわち、発光制御信号の発光区間と非発光区間
との割合を調節することにより、周辺光に対応する画素部１００の輝度を制御することも
できる。
【００４９】
　ただし、本実施形態においては、周辺光に対応するようにガンマ補正をして各階調に対
応するガンマ値を調節することにより、画素部１００の輝度を制御することについて説明
する。
【００５０】
　図３は、図２に示す明るさ制御部５７０に備えられるガンマ補正回路の一例を示す図で
ある。
【００５１】
　図３を参照して説明すると、ガンマ補正回路は、ラダー抵抗６１と、振幅調節レジスタ
６２と、カーブ調節レジスタ６３と、第１選択器６４～第６選択器６９と、階調電圧増幅
器７０とを含んで動作する。
【００５２】
　ラダー抵抗６１は、外部から供給される最上位レベル電圧ＶＨＩを基準電圧とし、最下
位レベル電圧ＶＬＯと基準電圧との間に含まれた複数の可変抵抗が直列に連結された構成
からなり、ラダー抵抗６１を通じて複数の階調電圧を生成する。ラダー抵抗６１の抵抗値
は、小さくすると振幅調整範囲は狭くなるが、調整精度は向上する。反面、ラダー抵抗６
１の抵抗値を大きくすると振幅調整範囲は広くなるが、調整精度は低くなる。
【００５３】
　振幅調節レジスタ６２は、第１選択器６４に３ビットのレジスタ設定値を出力し、第２
選択器６５に７ビットのレジスタ設定値を出力する。このとき、設定ビット数を増加させ
て選択可能な階調数を増やすことができ、レジスタ設定値を変更して階調電圧を異ならせ
て選択することもできる。
【００５４】
　カーブ調節レジスタ６３は、第３選択器６６～第６選択器６９それぞれに４ビットのレ
ジスタ設定値を出力する。このとき、レジスタ設定値は変更可能であり、レジスタ設定値
により選択可能な階調電圧を調節することができる。
【００５５】
　レジスタ生成部５４０で生成されたレジスタ設定値のうち、上位１０ビットは振幅調節
レジスタ６２に入力され、下位１０ビットはカーブ調節レジスタ６３にそれぞれ入力され
、レジスタ設定値として選択される。
【００５６】
　第１選択器６４は、ラダー抵抗６１を通じて分配された複数の階調電圧のうち、振幅調
節レジスタ６２で設定された３ビットのレジスタ設定値に対応する階調電圧を選択し、こ
れを最上位階調電圧として出力する。
【００５７】
　第２選択器６５は、ラダー抵抗６１を通じて分配された複数の階調電圧のうち、振幅調
節レジスタ６２で設定された７ビットのレジスタ設定値に対応する階調電圧を選択し、最
下位階調電圧として出力する。
【００５８】
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　第３選択器６６は、第１選択器６４から出力された階調電圧と第２選択器６５から出力
された階調電圧との間の電圧を複数の抵抗列を通じて複数の階調電圧に分配し、４ビット
のレジスタ設定値に対応する階調電圧を選択して出力する。
【００５９】
　第４選択器６７は、第１選択器６４から出力された階調電圧と第３選択器６６から出力
された階調電圧との間の電圧を複数の抵抗列を通じて分配し、４ビットのレジスタ設定値
に対応する階調電圧を選択して出力する。
【００６０】
　第５選択器６８は、第１選択器６４と第４選択器６７との間の階調電圧のうち、４ビッ
トのレジスタ設定値に対応する階調電圧を選択して出力する。
【００６１】
　第６選択器６９は、第１選択器６４と第５選択器６８との間の複数の階調電圧のうち、
４ビットのレジスタ設定値に対応する階調電圧を選択して出力する。
【００６２】
　このような動作により、カーブ調整レジスタ６３のレジスタ設定値により中間階調部分
のカーブ調整を可能にし、発光素子それぞれの特性に合わせてガンマ特性の調整を容易に
することができる。
【００６３】
　また、ガンマカーブ特性を下に凸とするためには、小さな階調を表示するほど各階調間
の電位差が大きくなるように設定し、反面、ガンマカーブ特性を上に凸と調節するために
は、小さな階調を表示するほど各階調間の電位差が小さくなるように各ラダー抵抗６１の
抵抗値を設定すればよい。
【００６４】
　階調電圧増幅器７０は、画素部１００に表示する複数の階調それぞれに対応する複数の
階調電圧を出力する。図４においては、６４階調分に対応する階調電圧の出力を示してい
る。
【００６５】
　上述の動作は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）それぞれの発光素子自体の特性の
変動を考慮して、Ｒ、Ｇ、Ｂがほぼ等しい輝度特性を得るように、Ｒ、Ｇ、Ｂグループ別
にガンマ補正回路を設け、カーブ調節レジスタ６３および振幅調節レジスタ６２を通じた
振幅およびカーブをＲ、Ｇ、Ｂ別に異ならせて設定することができる。
【００６６】
　図４は、本実施形態にかかる平板表示装置に採用された画素の一例を示す回路図である
。ただし、本実施形態においては、平板表示装置として有機発光表示装置をその例として
説明するが、本発明による平板表示装置は必ずしもこれに限定されない。
【００６７】
　図４を参照すると、本実施形態にかかる有機発光表示装置に採用された画素５０は、第
１トランジスタＭ１、第２トランジスタＭ２、第３トランジスタＭ３およびストレージキ
ャパシタＣｓｔを含む。
【００６８】
　第１トランジスタＭ１は、ソースが第１電源ＥＬＶｄｄと連結され、ドレインが第２ト
ランジスタＭ２のソースに連結され、ゲートが第１ノードＡと連結される。第１ノードＡ
は第３トランジスタＭ３のドレインと連結される。第１トランジスタＭ１は、データ信号
に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００６９】
　第２トランジスタＭ２は、ソースが第１トランジスタＭ１のドレインと連結され、ドレ
インは有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に連結され、ゲートが発光制御線Ｅｎ
に連結されて発光制御信号に応答する。
【００７０】
　したがって、発光制御信号により第１トランジスタＭ１から有機発光ダイオードＯＬＥ
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Ｄに流れる電流を制御して有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光を制御する。
【００７１】
　これにより、上述のように、発光制御信号の幅、すなわち、発光区間と非発光区間との
割合を調節することにより、周辺光に対応する画素部の輝度を制御することができる。
【００７２】
　第３トランジスタＭ３は、ソースがデータ線Ｄｍに連結され、ドレインが第１ノードＡ
と連結され、ゲートは走査線Ｓｎと連結される。そして、ゲートに印加される走査信号に
よりデータ信号を第１ノードＡに伝達する。
【００７３】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電極が第１電源ＥＬＶｄｄと連結され、第２電極
が第１ノードＡに連結される。そして、データ信号による電荷を充電し、充電された電荷
により１フレームの時間の間、第１トランジスタＭ１のゲートに信号を印加させて第１ト
ランジスタＭ１の動作を１フレームの時間の間維持させる。
【００７４】
　このように、本実施形態は、周辺光の明るさに対応して画素部１００の輝度が制御され
る平板表示装置において、平板表示装置に電源が供給された以後から画素部１００に初期
画面が表示される前まで、フレーム単位で画素部１００外部の周辺光を感知して、画素部
１００に最初に表示される初期画面が周辺光に対応する明るさで表示されるようにするこ
とを特徴とする。
【００７５】
　図５は、本実施形態にかかる平板表示装置の駆動方法を示すフローチャートである。図
１～図５を参照して、本実施形態にかかる平板表示装置の駆動方法を具体的に説明する。
【００７６】
　まず、タイミング制御部６００に外部から電源信号および初期化信号が供給され、これ
により、走査駆動部２００およびデータ駆動部３００などの各構成部に駆動電源が供給さ
れる（ＳＴ１００）。
【００７７】
　このとき、システムの安定化のために走査駆動部２００およびデータ駆動部３００は別
に制御される。さらに、電源信号が供給された後、電源線およびデータ線に要求される電
圧が充電される時間の前には画素部１００に駆動電源が供給されない。
【００７８】
　ここで、走査駆動部２００およびデータ駆動部３００に入力される駆動電源とは、ドッ
トクロック信号ＤＯＴＣＬＫ、水平、垂直同期信号ＨＳｙｎｃ、ＶＳｙｎｃと、走査駆動
部およびデータ駆動部を駆動するための駆動電源を意味する。
【００７９】
　次いで、画素部１００の初期の明るさを調節するための複数のレジスタ設定値が保存さ
れる（ＳＴ２００）。
【００８０】
　これは、画素部１００により初期画面が表示される前に、周辺光の明るさに対応する輝
度で表示するためであり、明るさ調節のためのレジスタ設定値は、上記の図３および図４
を通じて説明したように、各階調に対応するガンマ値に設定することができる。
【００８１】
　また、複数の画素それぞれに伝達される発光制御信号の発光区間と非発光区間との割合
を調節することにより、周辺光に対応して各画素の輝度を調節することもできる。
【００８２】
　なお、ステップＳＴ２００の動作は、ステップＳＴ１００を通じてシステムが安定化し
た後に行われる。
【００８３】
　さらに、輝度制御ユニット５００に備えられた光感知部５１０を通じて周辺光を感知し
てこれに対応する感知信号を出力し、ステップＳＴ２００で設定された複数のレジスタ設
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定値のうち、周辺光の明るさに対応する所定の感知信号に対応するレジスタ設定値を選択
して呼び出す（ＳＴ３００）。
【００８４】
　その後、ステップＳＴ３００では、ステップＳＴ２００の動作が行われた後画素部１０
０に画像が表示される前まで、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを用いて１フレーム単位で周辺光
を感知する。
【００８５】
　このように、これらの段階を通じて画素部１００に初期画面が表示される前に、周辺光
の明るさを感知してそれに対応する感知信号を通じて所定のレジスタ設定値が選択される
と、これによって調節された輝度により初期画面が表示される（ＳＴ４００）。
【００８６】
　すなわち、ステップＳＴ４００は、ステップＳＴ３００を通じて明るさが調節された初
期画面を表示する段階であり、ステップＳＴ３００で画素部の画像が表示される直前に感
知された感知信号に対応する明るさを適用して画素部１００の初期画面を表示する。
【００８７】
　以上、本発明の実施形態にかかる平板表示装置およびその制御方法について説明した。
このような平板表示装置およびその制御方法によれば、画素部が画像を表示する前に周辺
光に対応してデータ信号および発光制御信号を調節する。すなわち、電源供給後、画素部
に初期画面が表示される前に画素部外部の周辺光を感知して、画素部に最初に表示される
初期画面が周辺光に対応する明るさで表示されるようにすることにより、初期画面を周辺
光に対応する明るさで発光させ、ディスプレイの視認性を高めることができる。
【００８８】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の実施形態にかかる平板表示装置の構造を示す構成図である。
【図２】図１の輝度制御ユニットの一例を示す説明図である。
【図３】図２の明るさ制御部に備えられるガンマ補正回路の一例を示す説明図である。
【図４】本実施形態にかかる平板表示装置に採用された画素の一例を示す回路図である。
【図５】本実施形態にかかる平板表示装置の駆動方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９０】
　５０　画素
　１００　画素部
　２００　走査駆動部
　３００　データ駆動部
　４００　電源供給部
　５００　輝度制御ユニット
　５１０　光感知部
　５２０　カウンタ
　５３０　制御処理部
　５４０　レジスタ生成部
　５５０　第１選択部
　５６０　第２選択部
　５７０　明るさ制御部
　６００　タイミング制御部
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